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道徳、学ぶより考えて！
前期課程の道徳は、現在“特別の教科”と言われています。なぜでしょうか。道徳は

他の教科と異なり、頭で理解するものではありません。道徳は人間としての生き方を考

えるものです。ですから、“○○のような時、私はどのように考え、どのような行動をす

るか、又はしないか”などを検討します。答えに正解がないものがほとんどです。また、

人によって答えが違うものも多いでしょう。いろいろな人の考えを聞くチャンスでもあ

ります。

では、どうして学校に道徳

の時間があるのか。それは、

皆さんの人生を生きやすくす

るためです。自らがどのよう

に生きたいのか、どのような

行動をとったらよいのかをし

っかりと考えられると、心の

ぐらつきを抑えられます。ま

た、周りの人の言動に左右さ

れることを減らすこともでき

ます。道徳の時間には、友達

の話を聞きながら、じっくり

と自分自身のことを考えてく

ださい。

祝《IBARAKIドリームパス・プレゼンテーション》
銀賞・銅賞受賞

３月14日にIBARAKIドリームパス・プレゼンテーションの決勝が県南生涯学習

センターであり、本校は 銀賞と銅賞をダブルで受賞しました。

おめでとうございます。




